
1. 食肉需給の概要
　我が国における一人当たりの食肉消費量は図1の通りで
あり、昭和35年以降、日本人の食事内容が西洋化したこ
と等により、平成10年頃まで食肉全体の消費は大幅に増
加した。しかし、その後は、食文化の西洋化の定着や、
少子高齢化の進展等が相まって、畜種間での変動はある
ものの、食肉全体の一人当たり消費量は概ね横ばいで推
移してきた。
　このような中、豚肉は、価格が牛肉に比べて安価である
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ことに加え、調理や加工向けの用途が豊富であること等に
より、一人当たりの消費量も牛肉・鶏肉より多い傾向で推
移してきたところである。豚肉の消費量の伸びは平成に入
る頃に一段落したものの、平成10年代には、国内外での牛
海面状脳症（BSE）の発生やタイ・中国における高病原性
鳥インフルエンザ発生に伴い、牛肉・鶏肉の代替需要が生
じ、再び増加傾向となった。

業界をめぐる動き
 ・食肉製品のHACCPシステムに基づく衛生管理講習会　
　修了者は 2,392 名に
 ・令和元年度 JAS品質管理責任者等専門講習会及び
　格付検査担当者技能研修会開催
 ・「第 2回食肉製品の規格と表示に関する勉強会」開催報告
 ・新たな食品表示の完全施行について
 ・2019 年度国産食肉加工品国際競争力強化対策事業
　（JRA畜産振興事業）について
 ・ 食肉科研（KAKEN）コラム ＃56
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